
    様式４
                          学校番号（ 中２７）                  学校名（大泉中学校 ）           教科名（ 英語 ）

指    導    技    術 観  点  別  の  授  業  改  善  の  視  点
教 師 の 指 導

（授業規律・指導技術・発問・板書・個別指導・ノート指導など）

関心・意欲・態度を向

上させるための手だて

思考・判断を向上させ

るための手だて

表現・技能を向上させ

るための手だて

知識・理解を向上させる

ための手だて

導

入

・チャイム着席をしっかりさせる。
・英語を楽しく使う雰囲気作りとして「聞くこと」「話すこと」を

中心に十分ウォーミングアップをする。
・楽しく緊張感のある雰囲気で授業が進むように、テンポやリズム

を心がける。
・できるだけ英語を使って生徒とのコミュニケーションを図る（教

室英語の充実を図る）。
・本時の学習目標を提示する。

・絵やフラッシュカード、ワークシートなど教材教具を工夫する。

・ピクチャカードや
ワークシートなど
を活用する。

・身近な話題や生徒

の興味を引くよう

な英文で導入する

・推測させる時間を
しっかり与え、な
ぜそう思うのか、
順序立て説明させ
る。

・本時のねらいをし

っかりと理解でき

るような提示や導

入をする。

・簡単な英語の質問
に即答させる。

・前時に学習した表

現を使って、自己

表現活動を行う。

・前時に学習した表現
を復習し、自己表現
活動をすることによ
り知識を定着させる

・ビンゴゲーム等を通
して、単語の理解・
定着を図る。

・ノートの点検を行い

自主的な学習を促す

展

開

・本時のポイント文を使った豊かな表現活動ができるように、教科
書を使って新出語と新出表現をしっかり定着させ、応用できるま
で繰り返し練習する。

・ターゲットセンテンスを用いたパタンプラクティスからコミュニ
ケーションを重視した活動へと発展させる。

・４技能の連携を図りながらコミュニケーション活動を行う。活動
の目的やルールを明確にして取り組ませる。

・ペア練習やグループ練習を多く取り入れ、生徒が協力したり教え
合ったり競ったりしながら練習に取り組めるようにする。

・発問の仕方を工夫して、多くの生徒に発言の機会を与える。

・計画的に長文読解を取り入れ、複数の情報を関連づけて読み取っ

たり、情報を整理するような活動を行う。

・ピクチャカードや
フラッシュカード
を活用する。

・ペアやグループで

の練習、活動やゲ

ームを取り入れ、

英語でコミュニケ

ーションする楽し

さを味わい、進ん

で英語を使おうと

する気持ちを喚起

する。

・文章の構成や話し
の流れ、人々の考
え方について深く
考えさせる。

・Listening Point 
やReading Point
を提示してまとま
った英文を読んだ
り、聞いたりして
その内容を理解さ
せる。

・複数の情報を関連
づけて読み取った
り、情報を整理す
るような活動を取
り入れる。

・音読練習にしっか
り取り組ませる。

・聞いたこと、読ん
だことを声に出し
たり書いたりして
表現させる。

・一問一答ではなく
もう一文付け加え
て会話を発展させ
るような練習をす
る。

・自然な英語を多く

聞かせ、英語を聞

き取る力を向上さ

せる。

・教科書本文等を何度
も読ませ、暗記させ
る。

・文の語順や構造を簡
潔に明確に説明する

・ターゲットセンテン
スを用いて友だちや
ALTと会話をする活
動を行う。

・ワークシートやまと

めのプリント等、分

かりやすく工夫し、

活用する。

ま

と

め

・自己表現活動のまとめとして「書くこと」の指導を十分行う。
・ノートのまとめを行わせる。
・ワークブック等（学習したユニットに関わる箇所）に取り組ませ

る。

・発展的な長文読解を計画的に取り入れ、複数の情報を関連づけて

読み取ったり、情報を整理するような活動を行う。

・わからないことを
明確にするために
友だちやパートナ
ーと助け合って学
習する時間を与え
る。

・簡単な自己評価や

相互評価を取り入

れ、今日の学習を

振り返る。

・ワークブック等を使

ってわからないとこ

ろ、間違ったところ

を確認させる。

・プリント学習を継続

することにより、考

える力を育てる。

・複数の情報を関連づ

けて読み取ったり、

情報を整理するよう

な活動を取り入れる

・インタビュー等の
活動を通して得た
情報を英語で話し
たり、書いたりし
てまとめさせる。

・既習の表現を使い

身近なトピックを

テーマにして、ま

とまりや工夫のあ

る自己表現活動を

させる。

・基本的な単語や文型を

繰り返し書く練習を継

続的に行って、基礎的

な知識を身に付けさせ

る。

・ワークシートやワーク

ブックを活用し基礎的

な知識の定着を図る。

・単語テストの練習や予

習復習を課題として出

し、家庭学習の習慣を

身に付けさせる。


